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同
窓
会
長
御
挨
拶

京
二
中
鳥
羽
高
同
窓
会
会
長
　
内
田 

昌
一
　

　

私
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
京
都
府
立
第
二
中
学
校
入
学
翌

年　

二
年
生
の
八
月
十
五
日
終
戦
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
四
年

生
の
時
学
制
改
革
六
、三
、三
制
に
て
京
二
中
は
、
新
制
中
学
校
に
な
り
、
私

達
は
第
一
工
業
高
校
（
現
洛
陽
工
業
高
校
）
に
移
り
二
部
制
（
午
前
中
、
京

二
中
生
の
授
業
の
時
は
、
午
後
は
第
一
工
業
の
生
徒
の
授
業
）
と
な
っ
た
。

京
二
中
は
洛
南
高
校
と
な
っ
た
。

　

そ
の
年
の
十
月
一
日
を
期
し
、男
女
共
学
制
と
な
り
、洛
南
高
校
（
京
二
中
）

生
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
私
は
、
洛
陽
高
校
普
通
科
へ
編
入
し
た
。

（
普
通
科
三
組
、
商
業
科
一
組
、
工
業
科
十
数
組
あ
っ
た
。）

　

私
は
翌
年
、
洛
陽
高
校
を
卒
業
し
た
。（
二
期
生
）

　

京
二
中
に
入
学
し
た
が
、
卒
業
に
な
ら
な
か
っ
た
者
は
、
私
達
と
一
年
下

級
生
、
二
年
下
級
生
の
三
学
年
の
も
の
だ
っ
た
。

　

ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
京
二
中
生
で
は
な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
か
京
二
中
に
対

し
て
大
変
な
愛
着
が
あ
っ
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
後
に
、
京
二
中
入
学
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
私

が
中
心
と
な
り
、
府
教
育
長
に
か
け
合
い
、
卒
業
証
書
を
当
時
の
池
田
靖
校

長
か
ら
涙
し
乍
ら
い
た
だ
い
た
。

　

当
時
、
京
二
中
同
窓
会
副
会
長
を
し
て
お
ら
れ
た
橋
本
奈
良
二
先
輩
か
ら
、

京
二
中
鳥
羽
高
同
窓
会
長
を
や
れ
と
云
わ
れ
た
。
卒
業
も
し
て
い
な
い
私
に

は
資
格
が
な
い
と
断
っ
た
が
、
京
二
中
と
鳥
羽
高
校
の
橋
渡
し
を
や
れ
と
云

う
こ
と
で
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
十
八
年
間
ブ
ラ
ン
ク
が
有
り
、
鳥
羽
高
卒
業
第
一
期
生
は
、
昭
和

四
十
三
年
生
ま
れ
で
、
現
在
四
十
三
才
、
大
き
な
年
齢
差
が
あ
っ
た
為
な
か

な
か
鳥
羽
高
卒
業
生
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
や
っ
と
第

一
期
生
の
山
内
健
也
さ
ん
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
。

　

今
は
亡
き
橋
本
奈
良
二
先
輩
に
や
っ
と
責
任
を
果
た
せ
る
と
報
告
が
出
来

る
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
だ
。

　

何
故
そ
れ
程
ま
で
京
二
中
に
愛
着
が
あ
る
の
か
私
に
は
明
確
に
云
え
な
い

が
中
山
校
長
の
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
の
教
育
に
憧
れ
た
と
し
か
云
え
な
い
。

　

鳥
羽
高
校
歴
代
校
長
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
は
、

今
の
鳥
羽
高
校
に
既
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
大
変
嬉
し
い
。
鳥
羽
高
校
が

大
い
に
翔
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

内田会長と山内副会長
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先
駆
の
誉
れ

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会 

顧
問
　
小
田
垣
　
勉
　

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会 

副
会
長
　
山
内 

健
也
　

　

私
が
卒
業
し
た
の
は
二
十
五
年
前
の
話
で
す
が
、
鳥
羽
高
校
で
の
思
い
出

は
、
今
も
新
鮮
に
私
の
心
に
生
き
て
い
ま
す
。
十
代
半
ば
過
ぎ
の
多
感
な
時

期
に
、友
人
や
先
生
方
と
の
交
流
の
中
で
感
じ
、悩
み
、考
え
抜
い
た
こ
と
や
、

将
来
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合
っ
た
経
験
が
、
社
会
に
出
て
今

尚
、
自
分
の
心
の
柱
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、
一
人
一
人
違
う
思
い
出
を
胸
に
、
次
の
更
に
大

き
な
社
会
へ
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
か
を
達
成
し
た
人
も
、
悔
し

い
思
い
を
残
し
た
人
も
、
そ
の
経
験
を
力
に
代
え
て
、
頑
張
り
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
壁
に
突
き
当
た
っ
た
と
感
じ
る
時
に
は
、
学
校
へ
恩
師
を

訪
ね
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
同
窓
会
で
先
輩
や
大
先
輩
に
話
し
か
け
て
く

れ
て
も
い
い
。
突
き
当
た
る
壁
が
多
い
だ
け
、
乗
り
越
え
た
時
に
は
自
身
の

成
長
も
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
人
と
の
縁
を
支
え
に
、
こ
れ
か
ら
自
分

を
正
し
く
導
い
て
く
れ
る
縁
を
大
切
に
し
て
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人

間
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
自
身
も
そ
う
あ
り
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
将
来
、「
鳥
羽
高
校
で
の
三
年
間
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
」
と
、
み
な
さ
ん
の
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
同
窓
会
で
、
み
な
さ
ん
の
経
験
を
後
輩
た
ち
に
語
っ
て
下
さ
い
。

　

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
鳥
羽
高
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
と
御
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京
二
中
の
栄
光
の

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
昭
和
五
十
九
年
に
開
校
し
た
鳥
羽
高
校
は
、
同
窓

会
員
の
温
か
い
視
線
に
見
守
ら
れ
、
二
十
八
年
間
の
教
育
実
践
を
積
み
重
ね

て
今
日
に
至
り
ま
す
。
明
治
三
十
三
年
に
創
立
さ
れ
た
京
都
府
第
二
中
学
校

の
校
風
は
、
今
も
鳥
羽
高
校
の
様
々
な
教
育
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
「
文
武
両
道
」
と
「
質
実
剛
健
」
は
、
鳥
羽
高
校
の

校
風
と
し
て
し
っ
か
り
根
付
い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
校
歌
に
も
歌
わ
れ
る
「
先
駆
の
誉
れ
」
を
代
表
す
る
も
の
に
、
大

正
四
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
」
の
優

勝
記
念
旗
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
同
窓
会
事
業
と
し
て
、
こ
の
優
勝
記
念

旗
を
写
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
制
作
さ
れ
、
十
月
十
五
日
の
創
立
記
念
日

に
全
校
生
徒
に
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
京
二
中
の
栄
光
の
歴
史
と
伝
統

を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
同
窓

会
員
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
徒
諸
君
に
は
是
非
そ
の
熱
い

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
鳥
羽
高
校
の
す
べ
て
の
生
徒
諸
君
が
、
甲
子
園
大
会
の
初
代

覇
者
の
系
譜
に
連
な
る
者
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
学
習
と
学
校
行

事
や
部
活
動
等
を
高
い
次
元
で
両
立
さ
せ
る
鳥
羽
式
「
文
武
両
道
」
の
実
践

を
通
し
て
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
京
二
中
鳥
羽

高
校
同
窓
会
員
の
皆
様
の
、
鳥
羽
高
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
さ
ら
な
る
御

支
援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
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第
一
章  
総  

則

第
一
条  
本
会
は
、
京
二
中
鳥
羽
高
校

同
窓
会
と
称
し
、
そ
の
本
部
を
京
都

府
立
鳥
羽
高
等
学
校
内
に
置
く
。

第
二
条  

本
会
は
、
会
員
相
互
の
友
誼

を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章  

会  

員

第
三
条  

本
会
は
、
下
記
の
会
員
を
も
っ

て
構
成
す
る
。

一　

正
会
員

　

＊
京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校

卒
業
生

　

＊
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
全

日
制
卒
業
生

　

＊
両
校
に
在
学
し
た
者
で
、
会

員
の
紹
介
に
よ
り
理
事
会
が

入
会
を
承
認
し
た
者

二　

特
別
会
員

両
校
現
旧
教
職
員
、
ま
た
は
理

事
会
の
推
薦
す
る
者

第
四
条  

会
員
は
、
住
所
、
氏
名
、
そ

の
他
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
の
あ
っ

た
場
合
は
、
本
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
章  

役  

員

第
五
条  

本
会
に
下
記
の
役
員
を
置
き
、

任
期
は
各
二
年
と
し
、
重
任
を
さ
ま

た
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

一　

名
誉
会
長

会
員
の
中
か
ら
理
事
会
の
議
を

経
て
会
長
が
推
挙
す
る
。

二　

会　

長

正
会
員
の
中
か
ら
一
名
を
理
事

会
が
推
挙
し
総
会
で
選
出
す

る
。

三　

副
会
長

両
校
ご
と
の
正
会
員
の
中
か
ら

若
干
名
を
会
長
が
指
名
す
る
。

四　

理　

事

両
校
ご
と
の
正
会
員
及
び
特
別

会
員
の
中
か
ら
若
干
名
を
、
ま

た
、
ほ
か
に
母
校
の
現
職
員
の

特
別
会
員
の
中
か
ら
幹
事
会
の

推
薦
に
よ
っ
て
会
長
が
委
嘱
す

る
。

五　

幹　

事

正
会
員
の
中
か
ら
原
則
と
し
て

卒
業
年
度
ご
と
に
二
名
を
選
出

す
る
。

六　

監　

事

正
会
員
の
中
か
ら
二
名
を
会
長

が
指
名
す
る
。

七　

顧　

問

母
校
現
職
校
長
を
推
し
、
ま
た
、

会
員
の
中
か
ら
会
長
が
推
挙
す

る
。

第
六
条  

役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一　

名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
務

運
営
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
を

与
え
る
。

二　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務

を
統
括
す
る
。
ま
た
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
を
招
集
し
て

そ
の
議
長
と
な
る
。

三　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
時
は
代
行
す

る
。

四　

理
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
て

会
務
を
協
議
、
執
行
す
る
。

理
事
の
う
ち
、
会
長
の
指
名
す

る
若
干
名
で
本
会
の
庶
務
会
計

に
関
す
る
日
常
事
務
を
担
当
す

る
。

五　

幹
事
は
、
そ
の
卒
業
年
度
の
会

員
の
連
絡
に
当
り
、
ま
た
、
幹

事
会
に
出
席
し
、
理
事
会
の
決

議
に
基
づ
き
会
務
を
担
当
す

る
。

六　

監
事
は
、
会
計
に
関
す
る
事
項

を
監
査
す
る
。

第
四
章  

事  

業

第
七
条  

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
下
記
の
事
業
を
行
う
。

一　

総　

会

毎
年
、
京
都
市
に
お
い
て
開
催

す
る
。

な
お
、
必
要
の
あ
る
場
合
、
随

時
、
臨
時
総
会
を
開
く
。

二　

理
事
会
、
幹
事
会

必
要
な
と
き
に
開
く
。

三　

理
事
会
に
お
い
て
適
切
と
認
め

る
事
業
。

第
五
章  

会  

計

第
八
条  

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄

付
金
、
事
業
収
益
金
、
財
産
収
益
金
、

そ
の
他
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
九
条  
正
会
員
は
、
卒
業
時
に
終
身

会
費
を
納
入
す
る
。
そ
の
額
は
理
事

会
に
お
い
て
定
め
る
。

第
十
条  

総
会
及
び
各
種
集
会
に
要
す

る
経
費
は
、
そ
の
つ
ど
こ
れ
を
定
め
、

原
則
と
し
て
出
席
者
か
ら
徴
収
す

る
。

第
十
一
条  

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎

年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
十
二
条  

会
計
及
び
事
業
報
告
は
、

総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。

第
六
章  

支  

部

第
十
三
条  

会
員
の
多
数
存
在
す
る
地

方
に
本
会
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

支
部
の
設
置
及
び
そ
の
規
約
は
、
理

事
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条  

支
部
は
、
そ
の
代
表
者
よ

り
支
部
会
員
の
名
簿
、
役
員
の
氏
名

並
び
に
会
務
概
況
を
本
部
に
報
告

し
、
常
に
本
部
と
の
連
絡
を
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章  

規
約
の
変
更

第
十
五
条  

規
約
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
次
の
総
会
に
お
い
て
、

そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
八
章  

附  

則

第
十
六
条  

昭
和
六
十
一
年
度
卒
業
の

正
会
員
の
終
身
会
費
は
、
三
〇
〇
〇

円
と
す
る
。

第
十
七
条  

本
規
約
は
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

　
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
規
約
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平成 23 年度卒業生
同窓会幹事紹介

京二中鳥羽高校　　
　　同窓会役員名簿

京二中鳥羽高校同窓会総会・懇親会のお知らせ
例年、下記の要領で同窓会・懇親会が開催されます。閉会後同期生による二次会も行わ
れております。
　　　日時　11月 3日（祝日）　午前 11時：受付／午前 11 時 30 分：開会
　　　場所　京都タワーホテル 9階
詳細は、各卒業期の幹事に問い合わせるか、京都府立鳥羽高等学校までお電話ください。

関東京二中鳥羽同窓会の御紹介
京二中鳥羽高校の卒業生は関東でも強い絆で結ばれていて、毎年秋に東京で同窓会を開
催しています。今年も 11 月に集まる予定です。
　詳細は「関東京二中鳥羽同窓会」のHPを御覧下さい。
　　　　　HPの URL　http://kntk2ctoba.blog135.fc2.com/
　　　　　メールアドレス　knt.k2c.toba@gmail.com

同窓会副会長　奈佐  和也

鳥羽高校硬式野球部選抜出場を祝して！！
　鳥羽高校硬式野球部が近畿地区代表として第 84 回
選抜高校野球大会に出場することとなりました。今回
の甲子園出場は、11 年ぶりの慶事であり、この上な
い喜びとするところです。
　私達同窓会は鳥羽高校硬式野球部の甲子園での活
躍を応援し、PTA、PTA鳥羽会、野球部OB会並び
に保護者会で甲子園出場支援推進委員会を立ち上げ、
様々な支援活動を行っております。
　皆様の御理解・御協力を宜しくお願い申し上げます。

同窓会会長　内田  昌一

京二中鳥羽高校同窓会
〒 601-8449  京都市南区西九条大国町１    TEL (075) 672-6788　FAX (075) 691-7448
http://www.kyoto-be.ne.jp/toba-hs/　E-mail toba-hs@kyoto-be.ne.jp

役職 期 氏名

顧　問 校　長 小田垣　勉
会　長 京二中 49 内田　昌一
副会長 京二中 45 國井　和扶
副会長 京二中 51 九條　道弘
副会長 鳥　羽１ 奈佐　和也
副会長 鳥　羽１ 山内　健也
副会長 鳥　羽 3 乾　　明紀
副会長 鳥　羽 5 岩佐　隆之

役職 期 氏名

監　事 京二中 43 坂本　陽彦
監　事 鳥　羽 3 谷内　伊吹
理　事 京二中 46 高山　　寛
理　事 京二中 47 向井　博一
理　事 京二中 48 那須　信孝
理　事 鳥　羽 15 市川　靖久
理　事 事 務 長 谷口　隆一

◎松本誠志朗 ◎竹内　美穂
　高橋　沙葵 　島村　早貴
　木村　　唯 　渡邉　雄也
　内田　右京 　藤田　礼人
　岡田　拓馬 　當原あずみ
　蘆田　尚士 　齊藤　達也
　西　　美咲 　安田　彩乃
　大藪　嘉文 　南出　政之


